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立川市子ども未来センター外観 
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立川市子ども未来センター施設概要 

 

 立川市子ども未来センターは、旧市庁舎を改修して新たに設置された施設です。子育て・教育、文化

芸術活動及び市民活動を支援するとともに、地域のにぎわいを創出することを目的としています。 

子ども未来センター 概要  ※本概要はオープン当時のもの。 

所在地 住所 〒190-0022  

立川市錦町 3丁目 2番 26 号 

電話：042-529-8682 

●ＪＲ立川駅から徒歩 13 分 

●多摩都市モノレール立川南駅から 

徒歩 12 分 

●ＪＲ西国立駅から徒歩７分 

●有料駐車場（60 台）。 

施設利用者は最初の１時間無料。 

子ども家庭支援センター・教育支援課への 

来所者、障害のある方などには減免あり。 

 

●休館日は年末年始のみ 

面積 敷地面積 9,222.28㎡ 

建築面積 1,733.94㎡ 

延床面積 4,319.86㎡ 

構造 鉄骨鉄筋コンクリート造（テラス：鉄骨

造） 

地下１階 地上２階 

改修 

工事費 

800,415,000 円 

（竣工：平成 24 年 11 月 30 日） 

開館 平成 24 年 12 月 25 日 

２階 立川まんがぱーく 

協働事務室 

会議室（2室） 

１階 子ども家庭支援センター 

特別支援教育課（現：教育支援課） 

子育てひろば 

グループ活動室 

一時預かり室 

錦連絡所 

会議室（2室） 

 ※うち 1室は発達支援事業専用 

地階 スタジオ／ギャラリー 

アトリエ（3室）／多目的室 

その他  子ども未来センターと市民会館を一体的に活用することとしています。 

 指定管理者（合人社計画研究所グループ）による管理運営です。 

 指定期間：平成 24 年 12 月 1 日～平成 36 年 3 月 31 日（11 年 4 ヶ月） 

 指定管理料：1,478,377,500 円（税抜）+水道光熱費+駐車場補償料 

※合人社計画研究所グループ構成企業（9社） 

株式会社合人社計画研究所（代表企業）、清水建設株式会社、 

株式会社佐藤総合計画、株式会社共立、特定非営利活動法人ワーカーズコープ、 

街制作室株式会社、株式会社 studio-L、 

株式会社ムービック・プロモートサービス、株式会社壽屋 
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１．旧庁舎施設等活用事業について 

（１）事業の全体像 

○ 旧市庁舎（現:子ども未来センター）と市民会館（現:RISURU ホール）を一体的に有効活用

するため、改修整備と維持管理・運営について、民間事業者からの公募による事業提案を

求めたものです。 

○ 応募のあった事業所のうち、プロポーザル方式によって『合人社計画研究所グループ』が

選定されました。 

○ 子ども未来センターは平成 24 年 11 月 30 日に改修工事を終えて、同年 12 月 25 日から新

規施設として稼動しています（指定管理は 12 月 1 日から。）。 

○ 市民会館は平成 25 年 11 月 29 日に改修工事を終えて、同年 11 月 30 日から新指定管理者

が管理運営を開始しています。その後、ネーミングライツによって多摩信用金庫が命名権

者となり、「たましん RISURU ホール」の愛称で呼ばれるようになりました。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業の経過 

本事業は、周辺住民を中心とした市民等との協議を重ねながら進められてきました。 

年月 項目 内容 

平成 16 年 

３月 

「現庁舎敷地利用計画

市民案」立川市新庁舎

建設市民 100 人委員会 

 現庁舎敷地利用の提案 

 今後の提案 

 「立川駅南口周辺地区まちづくり協議会」の設立 

 「立川駅南口周辺地区まちづくりマスタープラ

ン」「施設計画」「施設計画実現のためのプログラ

ム」の検討 

平成 19 年 

３月 

平成 16～ 

18 年度 

「現庁舎敷地利用を中

心とした南口の活性化

に向けて」 

立川駅南口周辺まちづ

くり協議会（平成 17 年

３月 30 日設置） 

 「現庁舎敷地利用計画市民案」を受けての検討 

 夢プラン１－南口の活性化に向けて 

 夢プラン２－敷地利用に向けて 

平成 21 年 

３月 

現庁舎周辺地域グラン

ドデザイン基礎調査 

 「現庁舎敷地利用を中心とした南口の活性化に向け

て」「夢プラン１：南口の活性化に向けて」を受け、現

庁舎周辺地域グランドデザインの策定に向け、①地域

を取り巻く諸状況と地域特性の整理 ②地域のまちづ

くりビジョン（地域戦略案）の検討 ③現庁舎周辺地

区整備の方向づけ ④まちづくりビジョンの実現化の

ための基本戦略の検討 を行った。 

旧市庁舎・市民会館の 

改修工事契約 

子ども未来センターの 

指定管理協定 

市民会館の 

指定管理協定 

≪旧庁舎施設等活用事業基本協定≫ 

 旧庁舎施設等活用事業は、基本協定を核として、

３つの契約（協定）で構成されます。 
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年月 項目 内容 

平成 22 年１月 

平成 20～23 年

度 

立川市現庁舎施設等活

用事業市民検討会議中

間まとめ策定 

立川市現庁舎施設等活

用事業市民検討会議 

（平成 21 年３月～12

月に検討、平成 23 年８

月 23 日廃止） 

 「現庁舎敷地利用を中心とした南口の活性化に向け

て」「夢プラン２：敷地利用に向けて」を受け、現庁舎

敷地、施設の利活用について検討 

 機能導入の基本方針、①子育て支援の推進 ②市民活

動の推進 ③にぎわいの創出・活性化 ④文化芸術の

まちづくり ⑤行政機能の補完 について合意 

 旧庁舎周辺地域グランドデザイン「ステージ１」の取

組として民間のノウハウを活用し、第二庁舎、オープ

ンスペース、市民会館の一体的利活用方策の検討につ

いて了承 

平成 22 年度 旧庁舎周辺地域グラン

ドデザイン策定 

 「現庁舎周辺地域グランドデザイン基礎調査」に基づ

き「旧庁舎周辺地域グランドデザイン」の策定 

 地域の価値を高め、市民・関係者・行政等が目標と

する「まちづくりビジョン」 

 まちづくりビジョン実現への時間軸の流れを示

し、その“ときどき”をどのように取り組むかを明

らかにする「プログラム」 

 建物や道路・公園等の整備に係る「ガイドライン」 

平成 22年 11月 旧庁舎施設等活用事業 

民間事業者意見交換会 

 民間企業に事業条件の提示、意見聴取 

平成 23 年１月 旧庁舎施設等活用事業 

募集要項公表 

 施設改修方針、維持管理・運営事業の考え方について

募集要項、要求水準書等を公表（25 日） 

平成 23 年４月 旧庁舎施設等活用事業 

事業者選定 

 応募３グループについて、有識者５名による審査委員

会による選考を行い、合人社計画研究所グループ（９

社構成）を選定 

平成 23 年９月 旧庁舎施設等活用事業 

基本協定締結 

 合人社計画研究所グループと締結 

 改修工事、旧庁舎施設指定管理者協定、市民会館指定

管理者協定の３契約の一体性確保について記載 

平成 23 年９月 旧庁舎施設等活用事業 

第１回説明会の開催 

（８日） 

 基本協定締結に合わせ、事業者の提案する事業の説明

会を実施 

平成 23年 10月 旧庁舎施設等活用事業

改修工事 契約締結 

 旧庁舎施設、市民会館の改修工事契約の締結 

 旧庁舎施設の引渡し期限＝平成 24 年 11 月 30 日 

 市民会館の引渡し期限＝平成 25 年 11 月 29 日 

 総額 24 億 2550 万円（旧庁舎 7億 6545 万円、市民会館

16 億 6005 万円） 

平成 23年 12月 やすらぎ通り拡幅の方

向性の決定 

 労働金庫の移転に伴う用地の公社による先行取得 

平成 24 年２月 旧庁舎施設等活用事業 

第２回説明会の開催 

（21 日） 

 旧庁舎施設の基本レイアウトの決定に伴い説明会を実

施 

平成 24 年４月 担当部署の変更  まちづくりの観点から総合政策部まちづくり調整課が

担っていた本事業を、文化芸術振興等の観点から産業

文化部地域文化課が担当することとなった。 

平成 24 年５月 旧庁舎施設等活用事業 

第３回説明会の開催 

（19 日） 

 旧庁舎施設の工事着手を控えて説明会を実施 

 旧庁舎施設で行われる各種事業の内容を説明 

平成 24 年６月 旧庁舎施設の改修工事

開始（１日） 

 着工 
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年月 項目 内容 

平成 24 年６月 施設名称の決定（６月

議会） 

 旧庁舎施設の名称が「立川市子ども未来センター」に

決定（条例制定） 

 旧庁舎施設等活用事業改修工事変更契約のための補正

予算 

平成 24 年７月 公の施設指定管理者候

補者選定審査会 

 合人社計画研究所グループを子ども未来センターの指

定管理者候補者として選定することについて諮問・答

申 

平成 24 年９月 子ども未来センター指

定管理者の指定 

 ９月議会において指定の議決、指定管理料の補正予算 

 旧庁舎施設等活用事業改修工事請負契約変更契約（子

ども未来センター分） 

  ⇒地下レイアウト変更、駐輪場屋根設置、身障者用駐

車場屋根設置、躯体補修 

平成 24年 11月 旧庁舎施設等活用事業 

第４回説明会の開催 

（18 日） 

 子ども未来センターの貸館利用及び市民会館改修工事

の概要について説明会を開催 

平成 24年 11月 子ども未来センター指

定管理者協定の締結 

 指定管理者協定及び平成 24 年度の年度協定を締結 

平成 24年 11月 子ども未来センター改

修工事竣工（30 日） 

 子ども未来センターの改修工事が竣工 

 12 月１日から指定管理開始 

平成 24年 12月 子ども未来センターの

オープン（25 日） 

 開設記念式典を開催 

平成 25 年１月 オープニングイベント

（12・13 日） 

 財団に委託してオープニングイベントを開催 

平成 25 年２月 貸室利用の開始（１日）  一般利用者への施設貸出を開始 

平成 25 年２月 市民会館の改修工事開

始（１日） 

 着工 

平成 25 年３月 グランドオープン（20

日） 

 立川まんがぱーくのオープン 

 グランドオープンイベントの開催 

平成 25 年４月 市民会館追加工事契約

その１ 

 ＥＶ新設、躯体補修についての追加工事契約締結 

平成 25 年６月 条例改正・補正予算（６

月議会） 

 市民会館条例の改正（改修工事に伴う部屋の変更等） 

 追加工事の補正予算 

平成 25 年７月 市民会館追加工事契約

その２ 

 レイアウト変更、アスベスト除去、消防設備不具合対

応、給水配管修繕についての追加工事契約締結 

平成 25 年７月 公の施設指定管理者候

補者選定審査会 

 合人社計画研究所グループを市民会館の指定管理者候

補者として選定することについて諮問・答申 

平成 25 年８月 ネーミングライツ協定

の締結 

 多摩信用金庫とネーミングライツ協定を締結（たまし

ん RISURU ホールと命名） 

平成 25 年９月 市民会館指定管理者の

指定 

 ９月議会において指定の議決、指定管理料の補正予算 

平成 25年 11月 市民会館改修工事竣

工（29 日） 

 市民会館の改修工事が竣工 

平成 26 年１月 市民会館のオープン  市民会館での受付業務開始（４日） 

 リニューアルオープン記念事業の開催（９日） 

 １月中は財団事業等の利用のみ 

平成 26 年２月 施設利用の開始（１日）  一般利用者への施設貸出を開始 
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２．子ども未来センターの機能 

（１）子育て・教育支援 

子ども家庭支援センター及び教育支援課が同居し、途切れのない発達支援とすき間のない 

子育て・教育支援を行っています。指定管理者も各種事業を展開しています。 

  ①子ども家庭支援センター運営事業（市） 

０歳から 18 歳未満の子どもとその家庭に関するあらゆる相談を受け付けているほか、さま

 ざまな子育て支援事業を実施しています。また、児童虐待通告受付の機能も担っています。 

  ②ファミリー・サポート・センター事業（市） 

子育ての手助けが欲しい方（依頼会員）とお手伝いできる方（援助会員）が相互に登録

 して地域で助け合います。 

③子ども総合相談受付（市） 

どこに相談すればよいか迷っている子どもや保護者の話を聞いて課題を整理し、関係機

 関と連携して支援に繋げています。 

④発達支援事業（市） 

子どもの発達が気になる保護者や関係者に、発達段階や状態に配慮した接し方、遊びの

 工夫など、専門的なアドバイスを行い、早期からの継続した支援を行っています。また、

 子どもの発達を促すために、年齢や発達段階に応じたグループ指導も行っています 

⑤就学相談事業（市） 

心身の障害などがある子どもの小・中学校への就学について、子どもが持っている可能

 性を十分に発揮し、生き生きと楽しい学校生活を送れるよう、専門の相談員が必要な情

 報を提供しながら、保護者と一緒に考えます。 

⑥教育相談事業（市） 

幼稚園・学校に行きたがらない、友達と仲良く遊べない、気になる癖があるなど、学校

 や家庭での悩みや気掛かりなことについて、公認心理師等が相談にあたります。 

⑦子育て支援啓発事業（指定管理者） 

子育て情報の提供や子育て講座の開催などを行います。 

⑧一時預かり保育（指定管理者） 

家庭で育児をしている保護者の心身のリフレッシュや急用に対応するため、乳幼児の一

 時預かり保育を行います（登録制・有料）。 

⑨子育てひろば（指定管理者） 

乳幼児と保護者が気軽に集い、交流する場です。 

 

（２）文化芸術活動支援 

会議室、音楽活動やダンスができるスタジオ、創作活動に便利なアトリエ、文化芸術作

 品を展示するギャラリー、各種イベントに利用できるテラスや広場など、子ども未来セ

 ンター内の施設を貸し出しています。文化芸術の教室・講座も開催します。 

  ①若手芸術家等の育成支援（市・財団・指定管理者） 

  ②ギャラリー展示（市・財団・指定管理者） 
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  ③教室、講座、イベント（財団・指定管理者） 

 

（３）市民活動支援 

市民活動コーディネーターが市民活動団体の支援を行っています。施設を舞台に展開さ

 れるプログラムの企画や情報発信などの広報活動、他団体とのつながりづくりなどをサポ

 ートします。 

  ①プログラムの企画、実施サポート 

②情報発信、PR 活動のサポート 

③団体同士のコーディネート 

④各関係団体との連携、調整 

 

（４）その他 

  ①錦連絡所（市） 

    各種証明書の発行、市税などの収納業務 

  ②災害時における防災物品の備蓄（市） 

  ③立川まんがぱーく（指定管理者） 

  ④月１回以上の広場イベント等（指定管理者） 

  ⑤施設の貸出し業務（指定管理者） 

 

３．にぎわい機能について 

この施設は、集客することで回遊性を高め、地域の活性化を図ることも目的としていま

 す。設備改修から物品の調達まで全てにおいて、指定管理者が自らの費用負担と責任に

 おいて行います。 

（１）立川まんがぱーく 

指定管理者が施設の一部を使って観光拠点として整備しました。“昭和の古民家”をコン

 セプトとし、畳や押し入れを採り入れた造りとなっています。家族みんなでまんがを楽

 しんでもらえるよう各世代の代表的なまんがを幅広く豊富にそろえており、自由に閲覧

 することができます（有料）。カフェを含めた売り上げは指定管理者の収益となりますが、

 そのうちの５％が市に納付されます。 

  ①入場料 

    大人（15 才以上）：400 円 小人（小・中学生）：200 円 未就学児：無料（大人の付添） 

  ②開園時間 

    平日：午前 10 時から午後７時まで  土・日・祝日：午前 10 時から午後 8時まで 

  ③蔵書数 

    約 40,000 冊。今後、リクエスト等を受けながら 50,000 冊程度とする予定。「うんちく

 学習まんが」の選定に力を入れています。 

（２）広場イベント（月１回以上） 

   広場を利用してフリーマーケット等のイベントを開催しています。 
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３．沿革 

 

 時期 内   容 

◎ 平成7（1995）年  東京都が「子ども家庭支援センター事業」を開始。 

◎ 平成12（2000）年 4 月 

平成 10年度に策定された「たちかわ子ども生き生きプラン（立川市子

ども家庭支援計画）」に基づき、女性総合センターアイム 1 階に、立川

市子ども家庭支援センターを開設。 

○  6 月 
子ども家庭支援センター内にファミリー･サポート･センターを設置。同年

9月より援助活動を開始。 

◎ 
○ 

平成15（2003）年  

国の次世代育成支援対策推進法（平成 15 年法律第 120 号）や少子化

社会対策基本法（同年法律第 133号）などが制定され、地域社会におけ

る子育て支援体制の一層の整備が求められるようになる。 

◎ 平成16（2004）年  

児童福祉法（昭和 22年法律第 164号）の一部を改正する法律（平成

16 年法律第 153 号）により、子どもと家庭の相談に対応することが市

町村の義務として法律上明確にされる。 

◎ 平成17（2005）年  

児童福祉法第 10条第 4項の改正を受け、立川市の子ども家庭支援

センターは東京都の先駆型センターとなる。児童虐待の予防と早期

発見、見守りサポート業務を付加し、対応できる職員体制となった。 

◎ 
□ 

平成21（2009）年 12 月 

『第 1 次夢育て･たちかわ子ども 21 プラン』（平成 17 年策定）の重要

取組事業として発足した｢立川市途切れのない発達支援検討ワーキ

ンググループ｣による最終報告書がまとまる。 

◎ 
○ 
□ 

平成22（2010）年 5 月 

市役所本庁舎が立川駅北口の泉町へ移転。これに伴い、市は『立川市旧

庁舎周辺地域グランドデザイン』を公表。庁舎跡施設を、乳幼児期から学

齢期までの途切れのない発達支援（下記①～⑥の事業）を実現する、子

ども総合相談の拠点として利活用する方針を固め、準備検討に入る。 

同時に、子ども家庭支援センター等が、旧庁舎に隣接する立川市錦町

4-1-19（立川市簡易裁判所跡施設）に移転する。 

 ①子どもと家庭の総合相談窓口である子ども家庭支援センター 

  （ファミリー･サポート･センターを含む） 

 ②ドリーム学園（心身障害児通所訓練事業）の発達相談事業 

  及び外来母子通園事業 

 ③教育委員会指導課所管の教育相談事業 

 ④教育委員会学務課所管の就学相談事業、就学奨励費事業 

 ⑤民間活力導入による乳幼児の一時預かり事業 

 ⑥子育てひろば事業と子育て支援啓発事業 

○ 
□ 

平成24（2012）年 4 月 

組織改正により、子ども家庭支援センターは課に昇格。発達支援係を
設置し、上記事業の②も担当することとなる。 
また、上記事業③と④をはじめ、特別支援教育関連の処務を一体的に
取り扱う「特別支援教育課」を教育委員会事務局に新設。 

◎ 
○ 
□ 

 12 月 

同月 25 日、旧庁舎跡施設を改修した『子ども未来センター』の行政機

能がスタート。オープンに合わせ、ファミリー･サポート･センターを含む

子ども家庭支援センター、特別支援教育課、市民課（錦連絡所）が子ど

も未来センター内に移転。子ども総合相談受付を設置した。 

◎
○ 
□ 

平成25（2013）年 3 月 
子ども未来センターグランドオープン。周辺地域のにぎわい創出を目

的とする｢まんがぱーく｣を含むすべての機能がスタート。 

◎＝子ども家庭支援センター ○＝ファミリー･サポート･センター □＝教育支援課 
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課

知的固定7・情緒固定1・難聴１・言語２・キラリ(情緒等)１９

指
定
管
理
事
業
者

ワ
ー

カ
ー

ズ
コ
ー

プ

子
ど
も
家
庭
部

子
ど
も
家
庭
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援
セ
ン
タ
ー

知的固定３･プラス(情緒等)9

１８歳７歳 ８歳 ９歳 １０歳 １１歳 １２歳 １３歳 １４歳 １５歳 １６歳 １７歳６歳

立川市子ども未来センターの子育て支援機能
令和３年４月現在

妊娠
乳児 幼児 小学生 中学生 高校生

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

就学

相談
継続相談 継続相談

＊特別支援学級への指導員配置や、通常の学級への介助員派遣

＊医療的ケアの必要な児童に対する看護師派遣

＊教育的ニーズに応じた施設改修・昇降機設置。就学奨励費の支給等

教育相談員（心理職）による児童･生徒の行動観察、助言等）

５歳児

相談

転学相談 転学相談

教育相談（心理療法、遊戯療法、心理検査等）・電話による相談

一時預かり（登録制／有料／月～日曜）

０～１歳6か月向けの子育てサークル

子育て支援啓発事業

ＮＰ講座、ＢＰ、プレママ・プレパパ講座
多胎児の親の会、たんぽぽ、ひとり親の会 他

子ども家庭総合相談・立川市子ども支援ネットワーク（要保護児童対策地域協議会）・ファミリーフレンド事業（傾聴やサービス紹介等のボランティア）

情報共有

子育てひろば（登録制／無料／水～日曜）

ファミリー・サポート・センター（依頼会員の子育てを、援助会員が地域で支援）

幼稚園、保育園への巡回相談

発達相談

情
報
共
有

ドリーム学園（児童発達支援事業）情
報
共
有

育児支援
ヘルパー

関係機関との連携

ＳＣ・ＳＳＷ
適応指導教室

こんにちは赤ちゃん事業との連携

就学

相談

発達支援親子グループ

乳幼児健康診査との連携

支援啓発

親
子
健
康
手
帳
の
交
付

教育支援課の巡回相談員も担当地区のブロック会議に参加

子ども総合相談受付

おおぞら･たまがわ

教育相談
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錦連絡所 

55 ㎡ 

ブックポスト 

北入口 

相
談
室
４ 

15

㎡ 

行
政
会
議
室 

18

㎡ 

南入口 

遊戯室１ 
64 ㎡ 

相
談
室
１ 

11

㎡ 

多目的トイレ 

102 会議室 

56 ㎡ 

教育支援課 子ども家庭支援センター事務室 

143 ㎡ 

給湯室 4 ㎡ 

授乳室 2 ㎡ 

一時預かり室 

32 ㎡ 

子
育
て
・
指
定 

管
理
者
事
務
室 

28

㎡ 

グループ活動室 
61 ㎡ 

グループ指導室 
74 ㎡ 

子どもトイレ 

8 ㎡ 

子育てひろば 
111 ㎡ 

調乳室 
9 ㎡ 

相談室３ 

21 ㎡ 

相談室２ 

19 ㎡ 

遊戯室２ 

32 ㎡ 

ＥＶ 

※各居室の状況は、ＩＫＥＡ子ども募金による寄付物品の確認用レイアウトであり、 

実際の使用状態とは異なります。 
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令和 3 年度事業概要 

子ども家庭支援センター・教育支援課 
＜令和 2 年度事業報告＞ 

 

～本誌は、教育相談紀要｢こぶしの花｣からの通算では第 53 号です～ 

 

発行 令和 3 年 10 月 

編集  立川市錦町 3-2-26 子ども未来センター内 

  立川市子ども家庭部 子ども家庭支援センター 

 電話 ０４２－５２８－６８７１ 
 FAX ０４２－５２８－６８７５ 

  立川市教育委員会 教育部 教育支援課 

 電話 ０４２－５２７－６１７１ 
 FAX ０４２－５２８－６８７５ 
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ﾍﾞｰｼﾞｭ色の平屋の建物です。 

 

ﾍﾞｰｼﾞｭ色の 
平屋の建物です。 

子ども未来センター 
〒190-0022 立川市錦町３丁目２-26 

受 付 月～土曜日 
午前９時～午後５時 

休業日 日曜・祝日・年末年始 

●徒歩でお越しの場合 
✎ JR 中央線 ｢立川駅｣ 南口より約 13 分 
✎ JR 南武線 ｢西国立駅｣ より約 7 分 
✎ 多摩モノレール｢立川南駅｣ より約 12 分 

  
●相談等でお車でお越しの場合 
  建物東側の暫定駐車場をご利用ください 
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